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教育ミニセミナー 

『褥瘡の評価 DESIGN-R2020』 

実施報告 
 

日時  ：令和 8年 10月 9日（金）①11：30～②16：00～③16：40～ 

対象者 ：褥瘡対策に関わる全職種 

目的  ： DESIGN-R2020アセスメントツールを使った 

創傷管理ができる。 

内容  ： 褥瘡分類：NPIAP（深達度分類） 

     改訂DESIGN-R内容（DTIが加わった背景） 

     炎症と感染の違い 

     創傷感染の診断基準 

     DESIGN-R2020表記方法   等 

 講師  ：動画研修ツール ナーシングスキル より 

 

令和 8 年 10 月 9 日（金）動画研修ツールを用いて「褥瘡評価 DESIGN-R2020」を実

施しました。  

当院では褥瘡対策委員会を中心とした多職種チームが褥瘡患者さんの治療方針、ケア方法を検

討するためのチーム活動を行っています。多職種が共通のツールを用いて褥瘡の状態を把握す

ることが必要であり、これまで DESIGN-Rを活用し評価を行い共有してきました。 

しかし、「自分は正しく評価を行えているのだろうか・・・・・。」という思いを持って評価を

行っているスタッフも少なくなく、褥瘡対策委員会と共催し評価方法について再度学ぶ機会を

持つことにしました。 

 より多くの職種、スタッフが研修受講できるように複数回受講できる動画研修ツールを活用

しましたが、多くの画像を用いながら解説がされており、これまでの褥瘡回診時に疑問に感じ

ていたことや悩んでいた創部の評価について等、具体的に解決できる内容となっていました。 

また、褥瘡ケアに関わる多職種がケア場面においてどのようなことに注意すべきか、治療に参

画できるか等、具体的に紹介されていました。 

超高齢化社会において、入院されてくる患者の褥瘡保有率は増加傾向にあります。褥瘡の評価

方法を学び、褥瘡の状態や重症度を正確に把握するとともに、治癒過程や悪化の徴候を早期に    

                                                     発見するために、褥瘡ケアに関わる全ての職種が共通の評価基準を用

いて正しく把握できるようになることで効果的な褥瘡管理を行う

ことができるように活用していきたいと考えます。 
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